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地域生活安全推進事業 
6万円 

　笠松駅、西笠松駅の自転車駐車場に防犯
カメラを設置し、利用者が安心して利用で
きるよう整備を進めます。 

自転車駐車場管理運営事業 
702万円 

　災害復旧の迅速化に繋がる地籍調査を平
成27年度から継続して実施します。 

地籍調査事業 
1,183万円 

　有事に備え、高齢者や障がい者など自力
避難が困難である方を対象に耐震シェルタ
ーの助成を行います。また、前年度から継
続で木造住宅の耐震診断・改修工事の助成
を行います。 

耐震診断・改修助成事業 
296万円 

　ゲリラ豪雨などの水害対策として、平成
24年度より進めている笠松町流域関連公
共下水道雨水計画を継続させ、雨水貯留施
設の整備を進めます。 

排水路改良事業 
1億141万円 

　各地域の自主防災会が防災資機材を整
備する事業に対し財政支援を行い、地域の
防災力向上を図ります。また、子育て家庭向
け防災講話を実施し、自助、共助による防災
体制を目指します。 

自主防災組織育成事業 
112万円 

　笠松町地域防災計画に基づき、避難所生
活の快適さを考慮し、備蓄品のアルファ米
や飲料水などを更新します。 

防災備品管理事業 
575万円 

第５次総合計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略将来像

清流木曽川に抱かれた“ひと・まち・自然”輝く創造文化都市 

～平成29年度主要施策～ ～平成29年度主要施策～ 
笠松町の予算推移 

一般会計の起債残高と基金残高 

①町民の生命と財産を守る強いまちづくり①町民の生命と財産を守る強いまちづくり
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 

一般会計 
特別・企業会計 

起債総額 
うち 臨時財政対策債 
うち その他の起債 
基金残高 

起債総額 

うち 臨時財政対策債 

うち その他の起債 

基金残高 

平成26年度 

62億5,951万円 

38億3,389万円 

24億2,562万円 

15億3,407万円 

平成27年度 

63億5,980万円 

40億1,324万円 

23億4,656万円 

14億607万円 

平成28年度（見込） 

64億4,968万円 

40億9,798万円 

23億5,170万円 

14億1,320万円 

一 般 会 計  

特 別・企 業 会 計  

平成27年度 

67億6,620万円 

65億3,687万円 

平成28年度 

71億8,260万円 

67億785万円 

平成29年度 

67億550万円 

66億8,046万円 

　平成29年度の当初予算は一般
会計で前年度と比較し6.64%減
の67億550万円となります。 
　特別・企業会計では、水道事業
会計の施設改修の減少などにより
0.41%減の66億8,046万円となり、
笠松町全体としても前年度に比べ、
3.63%減の133億8,596万円とな
ります。 

＜起債＞ 
　笠松町の一般会計の起債（借
入金）残高は、平成28年度末の見
込みで64億4,968万円で前年度
末と比べ1.41%増となります。 
　この主な増加要因は、給食セン
ター建設事業に充てられる起債と
臨時財政対策債です。 
　臨時財政対策債は地方交付税
として町に交付されるべき額の一
部を、いったん町で借入れ、返済金
額相当分が翌年度以降の地方交
付税として交付されます。 

＜基金＞ 
　笠松町の一般会計の基金（貯
金）残高は、平成28年度末の見込
みで14億1,320万円で前年度末と
比べて0.51%増となります。 

新規事業

ハード・ソフトの両面から防災・減災事業を積極的に進め、地域と連携した防災体制の強化を図ります。 

笠松町の財政状況 

　防犯対策の強化として、青色回転灯装備
車を活用したパトロールを実施し、安全で
安心して暮らせるまちを築いていきます。 
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